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子どもたちの育つ姿 

その趣旨と使い方 

 

 幼稚園の教育課程また保育所の保育課程を作り、さらに家庭での育児の参考にもな

るようにと、0 歳から就学前までの子どもの育つ姿をまとめてあります。 

 幼稚園や保育園での子どもの実際の様子に長年触れてきた保育者の観察の経験を元

に、指導の参考になるように各年齢での育ちの主な点を整理しました。満年齢の表記

を使い、年齢毎に、心の育ち、体の育ち、基本的生活習慣、コミュニケーション能力・

表現、学びの芽生えに分けて、記述しています。小学校に入るところについては特に、

就学前の時期から小学校の入門期の接続を意識して、保育園・幼稚園・小学校また家

庭で育てたいことを記してあります。 

 いくつかこの資料を利用する上で留意して頂きたいことがあります。 

 何よりここでの子どもの姿はそれぞれの年齢での典型的なものですが、当然、子ど

もには大きな個人差があり、また一人の子どもを取っても様々な面があり、すべてが

ぴったりと当てはまるということはありません。一つのメドとして受け取って頂けれ

ばと思います。ただ、その大部分の項目で未達成であるとなると、もしかすると発達

的な遅れが疑われますが、しかしたいていの子どもは発達のでこぼこがあり、進んで

いる面も遅れている面もあるものなのです。 

 子どもの姿を発達する流れでとらえてほしいのです。各年齢の記述はその流れをい

わばスナップショットでとらえたものであり、実は年齢を通して少しずつ進んでいく

過程を表しているのです。その上、その過程は自動的に進むというものではありませ

ん。子どもが、その年齢にふさわしいものが置かれ、人がかかわるような環境の中で

生活し、能動的にまわりに関わって、充実した活動をすることで成り立つものが発達

なのです。 

 特に、幼稚園や保育園での指導に役立つ資料であることを考え、どのような働きか

けや環境の準備をすることが必要かを明らかにしようと努めました。保育課程や教育

課程を作り、さらに日々の子どもの様子に合わせつつ、その活動の発展を見通すこと

で、指導計画を立てる際に、この資料を参照することが有用となるでしょう。 

 この資料を元にさらに園としての重点的なねらいを加えていき、そういった課程や

計画を構築することになります。実際に接する子どもの様子を詳しく見ていくことに

より、実のあるものになっていくことでしょう。本資料はそのための基礎となるもの

として作成しました。 



おおむね６カ月未満 

心の育ち 

自分の世話をしてくれる大好きな大人との心地よいかかわり（スキンシップや抱っこ

での豊かな感情交流など）を積み重ね、愛着が形成されていきます。その過程で大切な

ことは、「泣く、笑う、目と目を合わせる、喃語で語り合う喜びを味わう、表情」など

乳児のまだ言葉では言い表せない訴えを受け止め、通じ合える喜びを満たしていくこと

です。 

泣く…生後２、３カ月頃までの乳児は、泣くことでしか人と関わる手段がありません。

いいかえれば、泣く力を与えられているからこそ人とコミュニケーションできるのです。

おむつがぬれて気持ちが悪い、お乳が飲みたい、痛みを感じるなど、快と不快が分化し

てくるため、泣くことで不快感を訴えます。また大きな音や強い光などに驚いて泣くこ

ともあります。泣く理由が分からないことも多いのですが何か泣かずにはいられない赤

ちゃんの思いがあるのです。 

乳児は泣くことで周りの人を自分に呼び寄せ、不快を快に変えてほしいと訴えます。

生後３カ月ごろには泣けば誰かが来てくれることが分かってきて、自分と心を通わせ

てくれる人を求めて泣くようになります。５カ月ごろには甘えたいときは甘え泣き、眠

いときはぐずって泣く、不安、不快など泣き方に表情が出てきます。大人は何を訴えて

泣いているかその意味を理解し応えていきます。泣きに対しての適切なケアこそ愛着形

成の礎です。 

笑う…生後１、２カ月頃までの乳児は、生理的微笑と言われる笑みを浮かべます。２

カ月頃から周りの大人の笑顔に触発されて人の顔に対して最もよく笑うようになり、赤

ちゃんの笑顔が生まれます。人と一緒にいることは楽しいという人への親愛や快感情を

あらわすものです。首がすわり、声を出して笑うようになったら、同じように笑い返し

たり、あやし遊び、くすぐり遊びなどしてかかわり、たくさん笑いを引き出してほしい

です。大人の笑みは乳児に「私は愛されている」と言う喜びの感情を育みます。 

乳児の顔を見つめ目をあわせる…大人が乳児の目を見て、「何かうれしいことでもあ

ったの？」などとその気持ちを分かってあげると、乳児も大人の目を見て気持ちを感じ

取るようになります。アイコンタクトはコミュニケーションの原点です。 

喃語…生後２カ月ごろから「あー」「うー」といった音声を発するようになります。

これまで泣くことでしか自分の意思を伝達することがなかった乳児にとって 喃語を

発することも人とかかわる楽しい手立てとなります。自分の音声に答えてくれる大人と

のやり取りを通して発声行動や感情交流が豊かになりコミュニケーションの楽しさを

味わいます。 

乳児は常に、自分の心を映し出す目や豊かな表情で人とかかわる能力を発揮していま

す。また不快を訴えて泣いたりぐずったりしているとき、いつも自分の世話をしてく

れる大人に抱っこされたりあやされる体験を経て、自分が愛され守られていることを

感じ取り、自己肯定感と信頼関係の基礎が築かれていきます。 



おおむね６カ月未満 
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■体がしっかりしてきます 
・吸い付き・嚥下など原始的な反射運動から、手足を動かすなど運動機能の育ちへ移っていきます。
・視聴覚の発達がめざましく、じっと見たり、音や声のほうを向いたり、目で追ったりするように

なります。 
・体重や身長の増加が大きく、首がすわり、手足の動きが活発になります。首がしっかりしてくる

と立て抱きを好みます。 
・腹ばいの姿勢にすると頭や肩を持ち上げ、手足を盛んに動かします。そのうち寝返りや回転など

するようになります。 
・自分の手や足をなめたり両手をからませたりし、機嫌よく遊び、触れたものは握り口へ運ぶなど

します。 
＊腹這い、寝返りなど全身運動が安全にできるよう環境に配慮し、玩具はさわったりなめたりして

も安全なものを用意しましょう。 
＊大人とのかかわりに安心感がもてるように、赤ちゃんの要求に対して、目を合わせて微笑みかけ、

やさしく語りかけながらゆったりと応えていきましょう。 
 
■睡眠、覚醒、授乳のリズムができてきます 
・生理的欲求（空腹、痛み、体位、体調など）をいろいろな泣き方で訴えます。 
・十分眠れるような環境と子どもの欲求に応える大人の接し方から、睡眠と覚醒、授乳のリズムが

できてきます。 
・外気浴や戸外での気分転換を喜びます。 
・おむつ交換など体を清潔にしてもらうことを喜びます。 
・飲む力が増し、授乳時間が徐々に規則的になってきます。５，６カ月頃から離乳が始まります。
＊体、衣服、身のまわりにある物を常に清潔にしておきましょう。 
＊静かで十分眠れるような環境（室温、換気、採光、湿度、寝具など）を整えましょう。 
＊授乳は、抱いて、微笑みかけたり、やさしく言葉をかけたりしながら、ゆったりとした気持ちで

行ないましょう。 
＊６カ月未満の赤ちゃんが何の前触れもなく睡眠中に死亡することがあります。仰向けに寝かせ、

布団の硬さや寝具のかけ方に気を付け、呼吸や顔色などの睡眠中の観察を定期的にしましょう。
（乳幼児突然死症候群） 

＊赤ちゃんを抱いて激しく揺さぶると脳内に出血を起こすことがあるので注意しましょう。 
（ゆさぶりっこ症候群） 
 

■ いろいろな泣き方、表情で気持ちを伝えます 
・要求や生理的な快、不快の感情を泣く、笑うで表します。子どもが泣くことには必ず意味があり

ます。泣く理由を感じ取り、その都度やさしく応えていくことで子どもが気持ちを表せるように
なります。 

・微笑みかけられあやしてもらうと、相手の顔をみてにっこり笑います。 (社会的微笑) 
・日常生活の中で、良くかかわってくれる人に対し、声を発したり笑いかけたりします。 
・泣き声や喃語にやさしく言葉をかけながら世話をすると、大人の口元をじっと見て自分も口を動

かしたり喃語やしぐさで表現したりします。 
＊大好きな大人とのかかわりやスキンシップなど心地よい体験をさせましょう。特定の大人とのよ

いかかわりが、信頼関係の基礎となり子どもの心の安定につながります。 
 
■ 見て、さわって、なめて確かめます 
・目覚めているとき自分の手足を動かしたり、両手を絡ませたりして、一人で遊びます。 
・触れたものは口に運んでなめて確かめたりします。（口でのいじりあそび） 
・大人の口元や表情を見て真似をしようとします。（あやしあそび） 
・大人がやさしく歌をうたったりふれあい遊びをしたりすると、喜び、声を上げます。 
・近づく物や動く物を目で追ったり、身の回りの物に手を伸ばしたり、触れたものを握って遊んだ

りします。 
＊乳児は｢見る｣｢聞く｣などの諸感覚が生まれたときから機能し始めるので、やさしく抱いたり言葉

をかけたりして大人とのつながりをはぐくんでいくようにしましょう。 
＊感覚や手指の機能の発達を促すために、見たり聞いたりさわったりできる玩具を用意し、心地よ

い音や声で相手をしていきましょう。 
 



おおむね６カ月～１歳３カ月未満 

心の育ち 

乳児が自分の世話をしてくれる大人との親密なかかわり〔愛着〕を築いていく一方で、

周囲のものにも関心を示すようになります。日頃、乳児が注意を向けて見ている同じ

ものを、大人も見て、「かわいいわんわんだね」などと、言葉にすることで、見ている

対象〔犬なら犬〕を子どもと大人が共有しあう関係が生まれます（三項関係の成立）。

やがて指差しによって自分の要求や発見の喜びを訴えるようになります。乳児が指差し

た同じものを見て、大人は「あら、バナナを見つけたのね」などとその子の思いに共感

し言葉にすることで、やがて「ものには名前があること」が分かり、「自分の要求や気

持ちが確かに人に伝わる喜び」を実感するようになります。指差しが言葉の前兆とい

われるゆえんです。やがて「まんま」「ブーブ」など意味のある言葉(一語文)が誕生し

ます。またこの時期は自分を守り育ててくれる人が誰であるかが分かり、安心できる人

には笑いかけたり甘えるなど格別な思い入れを示すようになります。すなわち「よく知

っている人」と「知らない人」を見分け、知らない人には不安を表すなど「人見知り」

が始まります。しかし人見知りをしている子どもをよく見ると、警戒心が強く、泣いた

り顔をそらしたりしていても、信頼できる大好きな大人がその人と親しく話したりして

いると、怖いものでも見るような様子ですが、相手を見ることができます。大好きな人

がついていてくれればやがて不安をのりこえていくことができるのです。幼い子ども達

の発達はいつも愛着対象の大人によって支えられていきます。  

歩行を開始し、歩くことにより移動や平衡を保持する能力が発達してきます。歩き始

めるようになった子どもが最も好きなことが「バイバイ」と言ってニコニコしながら大

人から離れていき、また戻ってくる行為です。特定の大好きな大人を基地にそこから「一

人で出かけて見たい」という自立への芽生えが「バイバイ」であり、戻ってくる「行っ

て帰る行為の繰り返し」を喜んでします。 

 

 



おおむね６カ月～１歳３カ月未満 
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■ 這う、すわる、つかまり立ち、伝い歩きから歩けるようになっていきます 

・歯が生え始め、１年で体重が約３倍、身長が約１.５倍になります。 

・活発に手足を動かし、姿勢を変えたり移動したり様々な動きをします。 

・這い這いやつかまり立ちが始まり、いろいろな物が見えるようになってくるので興味が広がります。

・手のひらでつかむことから二本指（親指と人差し指）でつまめるようになります。 

・両手を協調させて使うことが可能になり、引き出しやかごから物を出し入れする・小さい物を落とす、

両手に持ったものを打ち合わせるなどして遊びます。 

・情緒が安定する中で、周囲の人や物に興味を示し、探索行動が始まります。 

＊たくさん這えるような環境（緩やかな斜面や興味をひくような設定）を用意し、子どもが自分からし

てみようとする姿を大切にし、温かく見守りましょう。 

＊伝い歩きや一人歩きを始めるので，転倒に気をつけながら、探索活動を十分にさせていきましょう。

＊床に落ちている物を口の中に入れたり、なめたり、コンセントの穴に指を差し込んだりなど、大人が

予想しないようなことがあるので、環境の整備には十分気をつけましょう。 
 
■生活のリズムがついてきます 離乳食が進みいろいろな味に慣れてきます 

・大人の助けで一日の生活のリズムができてきます（眠る・食べる・排泄など）。 

・夜にまとめて眠るようになり、昼寝とあわせると１２～１３時間位眠ります。 

・動きたい気持ちが強くなっているので、おむつ交換時にもすぐ起き上がろうとします。 

・離乳食が進み、新しい味覚や様々な調理形態に慣れていきます。 

・手づかみやスプーンで大人に助けてもらいながら食べようとします。 

＊食事の時間は食べることを強要したり、こぼすことや汚すことを叱ったりしないで、少しずつ新しい

味覚に慣れさせていくようにしましょう。 

＊おむつ交換時、子どもが動いて困る時は、玩具などで気をひいたり、「きれいにしようね」「さっぱり

したね」など声がけし、大人と共に気持ち良さを喜ぶようしていきましょう。 

＊６カ月を過ぎると、母体からの免疫力が切れ、感染症にかかりやすくなるので、体の状態（機嫌、食

欲、体温など）全身状態をよく観察するようにしましょう。 

＊子どもの発達が促されるように、やさしく話しかけながら応答的、受容的にかかわり世話をしましょ

う。 
 
■自分も、大好きな人も、言葉も分かってきて、喃語を発します 

・名前を呼ぶとその方を見て、声をかけられたり目が合ったりすると良く笑います。 

・「ダーダー」「バ・バ」など変化に富んだ喃語を発するようになります。 

・「ブーブー・マンマ・おいで・だっこ・ちょうだい・ナイナイ」など大人の言葉がけや行為を言葉と

表情から汲み取ろうとします。 

・自分が分かってきて、いろいろな人に対して区別をつけ（人見知り）、よく世話をしてくれる安心で

きる人が近づくと自分から手を出します。 

・自分の意志や要求を身振りや喃語などで伝えようとします。大人に受け止めてもらうと気持ちが安定

し発語や意欲が出てきます。 

＊物や人、動作と言葉が結びつくように、ゆっくりはっきり話したり、思いを汲み取って言葉に代えた

りしていきましょう。子どもの身振り喃語に対しても、「そうだね・～がほしいのね・まっててね・ 

はいどうぞ」など気持ちを受け止め、言葉に置き換え応えていくようにしましょう。また、「〇〇し

ようね」「〇〇するよ」など次の行動を分かりやすい言葉で知らせましょう。 
 
■いろいろなことに興味を示し何でもさわってみようとします 

・見慣れた人の簡単な身振りや手遊び、歌などを模倣しますので、イナイイナイバー、タカイタカイな

ど言葉を添えて一緒に遊ぶと体を動かし喜びます（リズミカルな遊ばせあそび）。  

・いろいろなものに興味を示し、家庭用品や身の回りにある物何でもさわってみようとします。 

・積み木、お手玉、ブロックなどつかんで容器の中に出し入れします。 

・絵本を見て好きなものを指差し「アーアー｣といって教えたり喜んだりします。 

＊玩具を子どもから見えたり触れたりできる位置に用意し、興味を持つように大人が楽しくかかわって

いきましょう。音が出るもの、ボールや布、触り心地のよいもの、様々な容器、引っ張ったり出し入

れできるものなど用意しましょう。 

遊ぶことで楽しさや喜びを味わい、運動機能、言語、心の育ちなどすべてが発達していきます。 

＊誤飲などを避けるために、口や鼻に入らない大きさの玩具を用意し、口に入れて危険なものは手の届

くところに置かないようにしましょう。 



おおむね１歳３カ月～２歳未満 

心の育ち 

子どもは自分をかわいがってくれる人には安心して自分のありのままを表し依存し、

人を信頼することを学びとっていきます。やがてその大人との愛着関係を礎に、外界に

対する強い興味や好奇心から探索活動を開始していきます。歩行ができるようになり、

自分が自分の行きたいと思った所に行ける喜び、自由になった手を使って『あれっ、こ

れはなに？』『面白そう。やってみようっと』と周りの物を探り確かめる楽しみを獲得

していきます。この時期、大人から「さわったらだめ」などと手当たりしだい禁止され

たり、「いたずらしてはだめ」などと干渉されすぎたりしなければ、子どもは自分の内

的求めに従って行動する（自発性）が育まれます。 

また２歳に近づくと、大人から「もう片付けてごはんにしましょう」などと促され

ると「いや」「だめ」とさかんに拒否しききわけがわるくなります。大好きな大人が提

案をすることに対し『大人とは違う自分』『もう赤ちゃんじゃないんだから大人の言う

なりにはなりたくない自分』を主張するようになります。 

「自我の芽生え」です。即ち自分なりの心の世界（自分はこうしたい。こうするつ

もり……)が誕生し、他者の求めと出会い、自分の要求がいつも通るわけではないこと

を学ぶチャンスとなります。子どもの「いやいや」が始まったらまずは何に対して拒否

をしているのか？ 子どもの「つもり」を聞き「もっとあそびたかったの？」などとこ

とばにしてあげます。子どもは自分の気持ちを大切にしてくれる大人には心を開くよう

になるため、次に大人の考えていることをきちんと伝えていきます。そこで子どもが泣

いたり怒ったりしても、それは『互いの考えていることが違ってしまった。どうしよ

う？』と混乱状態になっていることなので気持ちが静まるまで待ってあげることが大切

です。そのあと子どもが判断し、自分で決めるのを待ち、うまくいくはずがないと分か

っていても「自分でそう決めたのね。じゃあやってごらんなさい」と任せてみる方法も

あります。時には大人の言うこと（提案）を選択することもあります。大人と子どもは、

主体と主体の関係です。互いに納得できるものを生み出せるようにしていきます。 
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■ 歩き回ることや外遊びが盛んになります 
・歩行がしっかりし、走る、階段の昇り降り、くぐる、しゃがむ、またぐ、押したり引いたりす

るなど、粗大運動が発達し基礎的な体力がついてきます。 
・行動範囲（生活空間）が広がり、戸外でも探索活動が盛んになります。 
・大人に歩くペースを合わせてもらい、自分のペースで好きなところを歩き回ります。 
・活発に動き回り、転ばずに歩く、走る、方向転換などができるようになりますが、急には止ま

ることができません。 
・大人の体を使った遊び（タカイタカイなどのふれあい遊び）をし、いろいろな動きを体験し喜

びます。 
・手先の運動機能（つまむ・引っ張る・ねじる・穴に落とす・突っ込む・形に合わせる・集める

など）が伸びてきます。 
・広いところを登ったり降りたり、ボールを投げたりころがしたり、追いかけたりし空間感覚を

楽しみます。 
＊子どもが思うままに動きたい気持ちを満足させるための環境を用意し、戸外遊びや探索活動を

十分にさせましょう。運動発達から脳の発達も促されます。 
＊大人と体を使った遊びをたくさんすることで、いろいろな動きが体験でき、心も安定します。
 
■生活のリズムが安定してきます よく噛んで食べる力がついてきます 
・一日の生活リズムができてきます（食事・排泄・睡眠）。 
・おむつに排泄してしまった時の不快を感じ、表情や動作で表したりします。 
・噛む力がついてきて、いろいろな食材や調理形態を体験していきます。 
・大人に手助けされながらスプーンやフォークを使って自分で食べようとし、最後まで座って食

べるようになります。 
・好き嫌いや食べず嫌いがでてきたり、食べる量も少なくなったりすることがあります。 
・食前食後の手洗いや顔拭き、あいさつなどを大人と一緒に行ないます。 
・顔や手が汚れた時は、洗う、拭くなどしてきれいになった心地よさを感じるようになります。
＊排尿間隔が長くなってきて、２時間程度時間が経過してもおむつがぬれていない時など、タイ

ミングを見計らって便器に座らせてみるようにしましょう。 
＊大人に手助けされながら学んでいくので、やさしく言葉をかけながら世話をしていきましょう。
＊個人差があるので、あせらず一人ひとりの子どもの発達に合った対応をしていきましょう。 
 
■ 話していることが分かってきます 
・大人の言葉を模倣する能力が育ち、発音を真似たりし、語いが増えてきます。 
・｢これなあに｣と聞いたり｢待ってね｣｢〇〇を持ってきて｣などの簡単な指示を理解して行動する

ようになります。また欲しいものがあると「ちょうだい」といってもらいに来たりします。 
・友達と同じことがしたい、同じものを持ちたいという気持ちが見られます。ものの取り合いで

けんかになることがあります。 
・言葉で言い表せないときは、指差しや身振りで伝えようとします。伝わらなかったり、間に合

わなかったりすると、噛みつき、引っかき、押すなどの行為になることもあります。 
＊子どもが言おうとしていること、言いたいことのサインを見逃さないようにし、気持ちを受け

止め対応していきましょう。 
 
■ ひとりでじっくり遊びます 
・身の回りの人やものごとに興味を示し、何でも自分で試そうとします。 
・変化と発見を喜び、繰り返す遊びを楽しみます（積んだものを崩す、落とす、容器の中身を空

ける、動きのある物を追いかけるなど）。 
・絵本は、読んでもらったり、一人で見ながら知っているものを指差して名前を言ったり、動作

を真似したりします。また、大人が読み終わらないうちにページをめくってしまうことがあり
ます。いずれも絵本に親しむ過程として大切な経験です。 

・音楽やリズムに合わせて体を動かしたり、わらべうたや手遊びなど大人にうたってもらったり
遊んでもらうことを喜びます 

・積み木を積む、なぐり書きをする、容器や袋に物の出し入れをする、水や砂などで遊ぶことを
喜びます。 

＊子どもが興味を示したり試したり、探索したり、一人遊びをじっくりしたりできるような環境
（繰り返し楽しめるような場や物、時間など）をつくり満足させていきましょう。 

＊周囲にある物への興味、関心の広がりから「いたずら」と見える行動が増えるので身の回りの
安全には十分気を配り、危険なことをしたときにはいけないことを分かりやすく話しましょう。



おおむね２歳 

心の育ち 

一人でできることが多くなり、走り回ることもできます。『もうぼくおおきくなった

んだ』『あたしもうおねえさんなの』と大きくなった自分を認めてもらおうと自己主張

する反面、大好きな大人の姿が見えなくなると泣いて後追いをしたり、抱っこを執拗に

求めるなど１歳のとき以上に甘えることがあります。おにいさんになったり赤ちゃんに

なったり自立と甘えの間を激しく揺れ動く不安定なときを迎えます。さらに日常生活

全般において、２歳児特有の自分本位の行動が見られるようになり大人をてこずらせま

す。自分の要求を、信頼している大人から拒まれたりすると、場所をわきまえず手足を

ばたばたさせて泣き騒いだりします。『自分としてはこうしたい』『自分のつもりを分か

って』と訴えますがまだ言葉ではうまく伝えられず混乱状態（パニック）になってしま

います。長泣きしたり、怒りの感情を乱暴で表す子どももいれば寡黙になってしまう子

もいます。自分のつもりがはっきりしてくるからこそ他者の考えに出会った時、思い通

りにならず一層強情になるのです。自律が育っていく過程には、自己コントロールがで

きずにパニックになってしまうこともありますが、感情を吐露し、自分と向き合う時期

が必要です。泣いたり怒ったり混乱振りを表すことで気持ちにある程度の締めくくりが

でき、やがて気持ちがおさまりどうしたらよかったか？という気づきも生まれてきます。

大人は、混乱状態になっている子どもに「早く泣き止みなさい」などと感情にふたをし

てしまうのでなく、「いま、どうしたらいいか分からなくなってしまい困ってるのね。

泣きたいときは泣いていいのよ。気持ちがすっきりするから…」などと抱いて子どもの

気持ちを聞いてあげます。子どもはいつでも誰でも信頼する大人に自分の気持ちを理解

してもらうことで、激しい感情を静め葛藤をのりこえていくことができるのです。 

この時期、大人が子どもの言うなりになってしまうのでなく自律の芽生えを促すには 

①子どもの要求、感情を言葉に置きかえ知らせる（買ってほしいという思いが通らなく

ってくやしかったのね）。 ②大人も自分の考えを述べる（でも私は、家におやつがあ

るから今日は我慢してほしいと思ったのよ）。 ③しばらく気持ちがおさまるのを待つ。

（涙を拭いてあげたりスキンシップをするなど気持ちの安定を図る）そして「どうする

の？」と子どもに判断させる。それでも要求を押し通そうとするときはさらに交渉する

(わたしも譲れない) 。 ④その子の判断や行為に承認をする（分かってくれてうれし

いわ。がまんできたのね）。 

自分のつもりにこだわり強情でわがままになったりすることが多くなるのですが子

どもは泣くことや怒りを表すことで、自分の気持ちを大好きな大人に知ってもらいた

いと思っているのです。 
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■ 体の動きが活発になります 
・手、足、全身の協応動作が巧みになり、体を思うように動かせるようになります。 
・大人と一緒に、体操や追いかけごっこなど体を動かして遊ぶことを好みます。 
・外遊びや滑り台、ブランコ、三輪車に乗るなどの遊びが多くなり運動することで基礎体力がつい

てきます。 
・でこぼこ道、砂利道、溝を乗り越えるなど小さな障害を克服したり、歩くときの動きを周囲の状

況に合わせようとするなど、歩くことがじょうずになります。 
・走る、両足とび、またぐ、よじ登る、乗り越える、うずくまるなど体全体の運動機能や平衡感覚

が発達します。また、ボールを転がす、両手を使ってボタンをはめようとするなど手首や指先の
機能も発達します。 

＊体の動きが活発になるので、戸外での遊びや歩くことをなるべく多くさせていきましょう。 
＊固定遊具などは安全面に配慮し、大人が必ずそばについて遊ばせるようにしましょう。 
 
■ 身の回りのことを自分でしようとします。生活の中の簡単な決まりや危険なことが分かってきます
・大人に助けてもらいながら脱ぐ・着る・はく・顔を拭く・手を洗うなど身の回りのことを自分で

するようになってきます。また、身近な遊具や生活用品の扱い方が分かり、大人と一緒に使った
ら片付けようとします。 

・大人の言葉がけで、生活の中の簡単なきまりや危険なことが分かってきます。 
・自分のものと他人の物の区別ができるようになります。 
・自分からあるいは大人に声をかけてもらい便所に行き、見守られながら自分で排泄し、便意の予

告も少しずつできてきます。 
・友達と一緒に食べることを喜び、嫌いなものも大人の言葉がけにより食べてみようとします。 
・食べ物に関する関心が出てきて、野菜やいろいろな料理にも慣れ、手づかみもしますが、スプー

ンを使って一人で食べられるようになります。 
＊身の回りのことを自分でやろうとする気持ちを大切にして、ゆとりを持って見守ったり励ました

りしながら意欲につなげていくようにしましょう。「きれいになったね」「靴が履けたね」など子
どものすること、しようとしていることを言葉に置き換えてあげ、うれしさや満足感を味わえる
ようにしていきましょう。 

 
■友達が気になり、ぶつかり合うことも多くなります 
・大人と一緒に簡単なあいさつをし、してもらいたいことを言葉で言うようになります。 
・大人と会話することで、生活体験を思い出して話すようになり｢～したよ、～だから｣などを話す

ことを喜びます。「これなあに？」「どれ？」など具体的な事物に関する質問が盛んになります。
・「～だから」と納得して相手におもちゃを渡したりもします。 
・子ども同士関心を持ち交わりたがりますが、意思疎通がうまくできずぶつかりあいが多くなりま

す。 
・自分の気持ちをうまく言えなかったり、自分の思いどおりにならなかったりして、かんしゃくを

起こしたり反抗したりすることが増えてきます。 
＊何でも自分でやりたいと自己主張したり、かんしゃくを起こしたり、反抗したりするなど、大人

を困らせる行動が出てきますがそれは発達の過程ととらえましょう。子どもの感情や思いを言葉
に置き換えて知らせたり、相手の子どもの気持ちや大人の気持ちを伝えたり、子どもに判断させ、
待ってあげたり、場所を替えたり、抱いて話を聞いたりするなど、あせらず対応していきましょ
う。 

＊子どもの思いを受け止めながらいいこと、いけないことを言葉でしっかり伝えるようにしましょ
う。 

 
■見立て遊び、ごっこ遊びを喜びます 
・「大きいね」「おんなじ」「これもあった」などと色や形、大きさや重さなど物の量や性質を感じて

きます。 
・大人の振る舞いを真似したり、積み木やお手玉などを乗り物や食べ物に見立てて遊んだり、人形

やままごと道具を使ったごっこ遊びを好んでします。また、水遊び、砂遊びを喜んでします。 
・探索活動から集める・並べる。積む・選ぶなどの操作構造の遊びがでてきます。子どもなりに考

えたり試したりしたことの変化を繰返して喜びます。様々な容器や袋、ブロック、積み木、布、
ひも、箱などを使ってひとりでじっくり繰り返し遊びます。 

・粘土で遊ぶ、クレヨンで描く、音楽に合わせ体を動かすなどします。 
・絵本や紙芝居などを読んでもらい、繰り返しのあることばを楽しみます。 
・身のまわりの物や小動物、植物に興味を持ち、気づきや発見を喜び、大人にも知らせようとサイ

ンをだします。 
＊子どもの行動や気づき、サインを見逃さず周りの大人は一緒に目を向けて応えてあげましょう。

子どもが何をしているか、しようとしているか、よく観察し、大人が子どもに合わせたり、子ど
もと少し違うことをして見せたりするなど遊びが少しずつ広がるような働きかけをしましょう。 



おおむね３歳 

心の育ち 

「ぼく昨日泥んこやったの。面白かった。そいで今日もやったの。だからまた明日も

やるんだあ」過去、現在、未来という時の流れが分かり、自分が納得したことだからと

理由付けの言葉を使ったり、未来に向けて自分が何をするつもりか、言葉で自分の考え

や思いを表現できるようになってきます。さらにそのめあてにむかって行動するなど主

体が輝きだす時期、なんでも自分でできる、大人のすることや会話にも口出しし『私だ

ってもう一人前…』を主張するようになります。自分のつもりや考えをさかんに言葉で

表現するため自分が思っていることと、人が考えていることが違うということに気づ

くようになります。けんかも多くなります。友達とのぶつかり合いを通してさらに自己

主張する力、友達の意図に気づき、一緒に遊ぶためにはどうしなければならないかなど

たくさんの矛盾や葛藤を経験し友達との結びつきを強めていきます。けんかをしても、

その後仲良くなることが何より大切なことです。また自分がやってみたいと思っている

好きな遊びを繰り返し楽しみながら自己実現の喜びや気の合う好きな友達もできてき

ます。そういう友達とは一緒にいると楽しい。いつも一緒に遊ぶから、友達のことがよ

く分かってきて、友達が喜ぶことは自分もうれしいなど人に寄り添う気持ちも生まれて

きます。 

自分のことを「ぼく」「わたし」と代名詞で表現するようになるなど、自分について

の認識が強くなり自我の育ちがめざましくなります。自分を中心に家族や先生、友達と

の関係が分かってきます。大好きな先生を喜ばせたい、家族の一員として認められたい

という願いから大人の手伝いを好んでするようになります。いろいろなお手伝いを体験

し活動の幅を広げていくこと、自分のしたことやその価値を大人に認められることなど

がこの時期の子どもたちの成長の原動力です。一方周囲の人への関心の強さが、たちま

ちごっこ遊びに表現されます。「ごっこ遊びは子どもたちの憧れのフィクショナルな体

験」です。友達とごっこ遊びをくりかえしながら、さまざまな人やモノへの理解を深め、

予測や期待を持って行動する社会性を育くんでいくことはいうまでもありません。 
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■全身のバランスがとれてきて様々な動作ができるようになります 

・乳歯が生え揃います。 
・基礎的な運動機能が育ち、「土踏まず」が形成され全身のバランスがとれてきます。戸外で十分

に体を動かして遊ぶのを喜びます。歩く・走る・跳ぶ・押す・引っ張る・投げる・転がる・よ
じ登る・ぶら下がる・またぐ・蹴るなど基本的な動作ができるようになります 

＊転ぶことが少なくなりますが動き回ることを好みます。固定遊具やベランダからの転落や道路
での飛び出しには大人が十分に注意しましょう。 

＊歩くことは、全身運動になるので十分歩く機会を作りましょう。合わせて道路では交通安全の
ルールを知らせる機会にすると良いでしょう。 

＊自分の体の動きを調整する力や自らの身体感覚が高められるように体を十分使った様々な動作
や運動遊びの経験をさせましょう。（砂遊び・土遊び、簡単なルールの鬼遊び、リズム遊びなど）

 
■親しい大人に見守られて基本的生活習慣が少しずつ身に付いていきます 
・見守られている安心感のなかで食事・排泄・衣類の着脱などある程度自分でできるようになり

ます。 
・生活に必要なきまりや約束ごとを知り守ろうとする気持ちも少しずつ育ってきます（あいさつ

を喜んでする・人の物を取らない・順番交代など）。 
・スプーンやフォークを正しく持って食事をしようとします。友達と一緒に食べることを喜びま
す。うまく表現できなくとも、味覚や嗅覚もはっきりしてきて「好き、嫌い」食べ物の選り好
みをするようになります。 

＊自我意識が強くなり、大人に指示されたり、世話をされ過ぎたりすることをいやがり、反抗的
な言動が多くなる時期です。自分でしようとする気持ちを大切にして、「できたね」「よかった
ね」などと受け止めてできるだけ待つようにしましょう。また、大人の都合で手助けしすぎて
過保護にならないように注意しましょう。 

＊大人に頼っていたことを、自分でするようになりますが大便の後始末、歯みがきの仕上げ磨き
は大人がする必要があります。また丁寧に着替えや鼻をかむなど繰り返し教えていきましょう。

 
■友達にも目が向きますが、同じ場でそれぞれの遊びを楽しみます 
・語い数が急激に増加し話し言葉の基礎ができて日常生活での言葉のやり取りが、できるように

なります。自分なりに感じたことや思ったことを羅列的に表現します。自分の要求を伝える時、
主語と述語がはっきりしないこともあります。 

・身近な人の名前や愛称を言えるようになります。 
・友達と同じ場で過ごすことを喜ぶようになりますが、同じ遊びをそれぞれが楽しんでいる平行

遊びがほとんどです。自分の要求がはっきりしてくるので友達とのぶつかり合いも多くなりま
す。 

・自分をだれよりも認めて欲しいと思い、大人の言葉かけや励ましでがんばろうとします。 
＊おもしろいと感じたことを繰り返ししたり、周りにいる人のしていることに興味をもち、かか

わって遊んだりする楽しさを感じる時期です。心が人だけでなく他の生物や無生物にもあると
思い、空想や想像の世界を楽しむようになりますので、子どもの思いを十分受け止め、共感し
てやりましょう。 

＊人とかかわる生活のために必要な「おはよう」「ありがとう」「おやすみなさい」などのあいさ
つや「はい」の返事を大人が毎日繰り返して言い、言葉やあいさつをかわす心地よさを知らせ
ていきましょう。 

 

■様々なことに興味を示し、いろいろなことを質問します 
・盛んに質問するなど知的好奇心や関心が旺盛になり疑問に思ったことは繰り返し聞きます。 

特に、動く虫や動物、車などに興味をもちます。 
・大小や多少の比較ができるようになり、３つ位までの数が分かるようになっていきます。 

絵本や短い童話など、見たり聞いたりして繰り返しの言葉や動物などが出てくるおもしろさが
分かり喜んで聞くようになります。 

・指先が器用になり簡単な合わせ折りを折り紙で折ったり、好きな折り方をして動物や花に見立
てて喜んだりします。 

・花や虫、果物などの色、形、量、数などの身近なものの違いに少しずつ気付くようになります。
・自他・共同のものの区別ができるようになりますが、友達の持っているものを欲しがったり、

黙って使ったりします。 
＊いろいろなことに興味・関心をもち、身近な物や小動物、虫、植物などに直接触れたり、かか

わったりする中で、見付けた喜び、命の不思議さ、大切に思う気持ちの芽生えをはぐくんでい
きましょう。 

＊栽培物・小動物、昆虫飼育などの環境を整え、野菜や野草、虫などにも目が向くようにし、様々
なことを見付けた時には、子どもの表現や言葉を受け止め一緒に喜んだり、不思議がったりし
ましょう。 



おおむね４歳 

心の育ち 

『○○ちゃんみたいにやってみたい』『○○ちゃんのお兄ちゃんは、強くて何でもで

きる。ぼくもお兄ちゃんみたいになりたい』などきれいなものや強いもの速いものや大

きいものに憧れるようになります。子ども達の行動がよく理解できない場合、それを解

く鍵は子ども達の想像している世界を探ることです。『早く大きくなりたい』『テレビや

お話の主人公のようになりたい』という憧れや欲求が日頃のおしゃべりや遊びに如実に

現れます。豊かな想像力に支えられごっこあそびが活発になります（想像生活時代）。

このように４歳児はたいてい自分なりの理想やめあてを掲げて活動をはじめます。そし

て思うようにことが運ぶと自信を持ち雄弁になります。しかし、現実には目指したとお

りにことが運ばず、そのギャップに苛立ち葛藤することが多いです。子どもの育ちには

「思っているようにはなかなか自己コントロールできない自分と向き合うことが重要

です。そのような葛藤体験から自分を振り返り、自分にできることできそうもないこ

となど知っていく力がついていきます。子どもが葛藤しているとき「どのようにする

つもりだったのか？」その子の考えを聞いてやり、「こうすればやれるかもしれない…」

と手立ての見通しを大人も一緒に考えてやることで心を落ち着かせ再度挑戦するよう

になります。 

探究心も旺盛で「なんで？」「どうしてなの？」と飽くことなく質問をします。物事

の結果からその原因や理由を追究しようとするなど考える力が発達します。人とより深

くかかわりたいといった願いががむしゃらに質問する態度になります。そういう質問の

ための質問には、正解を述べるよりは「いい質問だね。○○ちゃんはどう思うの？」な

どと問い返しその子の考えていることを十分に聞き、話させる機会にしていきます。 

友達とのかかわりを求めるようになり、子ども同士の遊びが活発になります。自分た

ちの大好きな遊びを通して仲間もできてきます。友達に認められる喜びや仲間と一緒に

いる楽しさを感じるようになります。同時に友達と自分を比較し、競争心や自負心が芽

生え、自信家になったり落ち込んだり、さまざまな感情を体験します。又友達とのぶつ

かり合いで悔しい思いを経験しながらも、相手の主張を受け入れたり、一緒に遊びたい

からこそ我慢する気持ちが育まれます。子ども同士の遊びやかかわりは、自律が育つ正

念場です。 
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■全身のバランスをとる能力が発達し、体の動きが巧みになります 

・全身のバランスをとる能力が発達し、協調運動ができるようになり、遊具や用具の使い方にも慣

れてきます（ボール、なわ、二輪スクーター、巧技台など）。 
・戸外遊びを活発に行うようになり、いろいろな運動・遊びに自分から取り組むようになります（片

足けんけん・スキップ・目標にむかってボールを投げるなど）。 
・友達の動きを見て、友達と同じように自分の体を動かせるようになります。 
・指先の細かい動きが巧になり、ひもを通したり結んだり、はさみを扱えるようになります。 
・自分の体の異常を大人に訴えることができるようになります。 
＊様々な機能を使っての遊びを、繰り返し楽しめるようにしていきましょう。 
＊子どもの冒険心を大切にし、新しい運動や遊びに対する不安や恐れを取り除くなどして活動が展

開できるようにしましょう。 
 
■自分のことは自分できるようになります 

・生活に必要なこと（着替え、排泄、手洗い、あいさつ、食事、所持品の始末など）が分かり、自

分でできることは自分で行うようになります。 
・気持ちよく生活するためのルールやマナーを理解するようになり守ろうとします。 
・身の回りの簡単なお手伝いができるようになります。 
＊自分でしたい遊びや片付けができるように、用具を出し入れしやすいように置いたり、着替えや

身支度がしやすいように、場所を決めたりしておきましょう。 
＊安全面に配慮し、生活の簡単なきまりや約束（場の使い方、遊び方、交通ルールなど）を機会を

捉えながら、繰り返し知らせていきましょう。 
＊食べ物の好き嫌いが少なくなるように、工夫して食べやすくしましょう。様々な食材を使い、薄

味で料理してあげましょう。植木鉢やプランターなどで野菜を自分で育てると、野菜嫌いが少な

くなるきっかけになります。 
 
■友達との会話が活発になります 仲間とのつながりが強くなる一方、けんかが増えます 

・友達との会話が活発になり、経験したことや、思ったこと、感じたことを言葉で伝える楽しさが

分かってきます。仲間とのつながりが強くなる中で、けんかも増えてきます。 
・ごっこ遊びの中で役になりきって動いたり、言葉のやり取りをしながら表現遊びを楽しみます。

・感じたことや思ったことを自由にかいて楽しむようになります。 
・歌を歌ったりカスタネットやスズなど簡単なリズム楽器を使ったりすることを楽しみます。 
＊大人が先回りせず、子どもが自分から話せるようにしましょう。大人に話を聞いてもらう楽しさ

が味わえるよう聞き上手になりましょう。 
＊子ども同士がトラブルになった時には、大人が子どもの気持ちを伝え橋渡しをして意志の疎通が

できるようにしましょう。 
＊他人の気持ちや立場を気遣う感受性をもつことができるようになる頃なので、子どもの言葉や思

いを十分止め受けながら「やさしさ」や「強さ」を育んで行きましょう。 
 
■想像力が豊かになり、自分なりの目的をもって行動するようになります 

・自分の好きなことに集中して取り組むようになります。 
・好きな遊びを通して仲間ができ、一緒に遊ぶことを楽しむようになります。 
・想像力が豊かになり、目的を持ってつくったり、かいたり、試したりするようになります。 
・水･砂･草花・土・虫など身近な自然環境に興味をもち、積極的にかかわろうとします。 
・様々な事象に対する、気付き・驚き・発見・興味が広がります。 
・いろいろなものに興味をもち、やりたい遊びを自分で見つけて取り組みます。 
・絵、記号･文字などに興味や関心を示します。 
・みんなと一緒に行う活動に興味や期待をもって参加します。 
・簡単なルールのある遊びや合図が分かり、みんなと一緒に遊ぶようになります。 
＊一緒に考えたり調べたりしながら、知りたいことが目で見て分かるような環境(絵本・図鑑など

を提示する)をつくったり、自分で解決する方法が見いだせるようにしてあげましょう。 
＊遊びに必要な物を自分でつくる楽しさが味わえるように、空き箱や空き容器などを用意し、自分

でつくっている姿を認め、作り方、用具や材料の扱い方を知らせてあげましょう。 



おおむね５歳 

心の育ち 

気の合う友達同士で「基地ごっこしよう」「おかあさんごっこね」などと自分たちの

好きな活動を拠点に、共通の目当てで繋がりあい仲間と一緒に活動する充足感を味わう

ようになります。その仲間との活動を通して友達からいろいろな刺激を得、イメージ交

流を豊かにし協同活動の楽しさや難しさを知っていきます。仲間関係を築けた子どもた

ちには、友達が心のよりどころになり生活が安定します。言葉による表現力も発達し自

分の思っていること考えていることが人に伝わる喜びも大きく、自制心が育ちます。 

４歳のときのように「先生○○ちゃんってすぐ怒るから遊ばない」と一方的に友達を

見るのでなく「先生、○○ちゃんはよく怒るけどほんとうはやさしいんだよ」など思い

をめぐらし、複数の判断を結びつけて自分の考えを導き出すようになります。 

またこの時期は、自分の中に信頼できる他者のイメージや言葉を内在化し（もう一人

の自分）と対話し考える「内言」が育っていきます。さらに「もしもわたしが○○ちゃ

んだったら……」と自分を相手に置きかえる仮定形の言葉をさかんにつかって相手を思

いやる力も発達します。特に自分より小さい子どもへのやさしいかかわりや配慮が上手

にできるようになります。 

この時期の子どもたちは、心の中でことばの力を借りて考える力が育ちます。例えば

いつも行く地域の散歩マップを描きながら「ポストを曲がってちょっと歩くと公園だよ

ね」など自分が思っていることや考えていることを語りながら表現したり、行動します。 
地図が描けるということは、具体的な経験を通して獲得してきた認識を、頭の中です

じみちをたどってつなげられるようになっていることです。 
表現したかったことや、活動したことがうまくいかなかったり失敗すると、今まで信

頼してきた先生や親がいつも「うまくいかなかった原因はなんだったんだろうね」と支

えてくれたことを思い出し「どうすればいいのかな？」と自分自身で振り返り考える力

がついてきます。 
また物事を進めるときは、一人だけで考えるより友達の発想や考えをきくことで解決

できることがあることが分かり、友達と互いの考えを出し合い調整していく力が養われ

ます。そして筋道を立てて考えたり表現する力は、みんなで力を出し合うとき最も大き

な力になっていくことを感じるようになります。 
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■体全体を協応させた複雑な運動をするようになります 
・いろいろな運動（縄跳び、鉄棒、ボールをつく など）に興味を広げ、目標をもって取り組くん

だり、友達の言動から刺激を受け、何にでも挑戦しようとしたりする意欲がみられます。 
・いろいろな体の動かし方（まわりこむ、ゆっくり、はやく、友達に合わせるなど）ができます。
・手先の器用さが増し、様々な動作が出来るようになります。（紐を結ぶ、雑巾を絞る など） 
・体全体でバランスをとって動けるようになり、周りの状況に応じて、巧みに体を動かし行動でき

るようになります。（竹馬、缶ポックリ、ホッピング など） 
・ルールのある遊びや競い合う遊び（リレー、ドッジボール、綱引き など）を好み、自分たちで

ルールを考えたり、遊び方を工夫したりしながら意欲的に取り組みます。 
＊友達と同じように動きたい気持ちが強くなってきます。友達の動きを見せながら、具体的に自分

の体の動きをどうすればいいのか気付くように援助していきましょう。 
＊広い場所で、十分に体を動かし、伸び伸びと遊べる機会をできるだけ多くつくってあげましょう。
 
■人に言われなくても、自分から進んでやろうとするようになります 
・生活に見通しがもてるようになり、生活の中で必要なこと（共有物を大切にする・当番活動･片付

けなど）に気付き、自分で判断して、行動できるようになります。 
・自分のことだけでなく、みんなのために役立つ喜びを感じ、進んで大人の手伝いをしたり、年下

の子どもの世話をしたりするようになります。 
・健康や安全に必要な生活習慣や態度が身に付いてきて、自分から進んであいさつや食事・排泄・

着脱・持ち物の片付けなど、自分の身の回りのことを言われなくてもするようになります。 
・食事の仕方が身に付くとともに、体と食物の関係に関心をもつようになります。 
＊お手伝いを頼んだり、終わったら「ありがとう。助かったよ」と声をかけたりすることで、「人の

役に立っている」と実感できるとうれしく感じ、自信がつきます。 
 
■友達の気持ちも分かり、みんなと一緒に活動することを楽しむようになります 
・自己主張のぶつかり合いなどを通して、相手の気持ちを感じとり、聞く力が育ってきます。また、

状況に応じて、自分の気持ちを分かりやすく表現したり、次第に相手を許したり、認めたりでき
るようになり、自分たちで解決しようとする姿が芽生えてきます。 

・感じたことを描いたり、作ったり言葉にしたりして表現し、相手に伝えられるようになります。
・目的に向かって、友達と考えを出し合いながら遊びを進めていきます。 
・一人ひとりがグループの中で役割を担い、最後までやりぬこうとする姿勢が見られます。 
・自分の生活に関係の深い、様々な（保育園児、地域の人、未就園児など）人にふれ合う体験をす

ることで、人とかかわる力が育っていきます。 
・お話や絵本などのストーリーに沿って自分のイメージを動きや言葉で表現したり、リズムや曲想

を感じて音楽に合わせて身体を動かしたりすることを楽しみます。 
＊自分の仲間の意見を大切にし、仲間意識が芽生え、同じ目的に向かって行動できるようになって

いきます。自分の思いが十分に出せない幼児に対しては、お互いの思いや利害がぶつかり合った
時、遠慮したり、気を回し過ぎたりしないよう、大人が仲介役になり自分が出せる雰囲気をつく
っていきましよう。 

＊自主性・社会性など、成長のめざましい時期です。細かい指示はひかえ、子どもの話をしっかり
と聞き、見守り、自分で考え行動する機会がもてるようにしていきましょう。 

＊地域の高齢者や未就園児を幼稚園や保育園に招く、高齢者福祉施設を訪問するなど、高齢者や異
年齢の子どもたちとふれ合う活動を工夫し、人とかかわる力を育てていきましょう。 

 
■探求心が深まり、試したり、工夫したりして遊びを楽しむようになります 
・探究心が深まり、身近な物の動きや仕組みなどを知ろうとしたり、よく見たり、尋ねたりして分

かろうとするようになります。また、自分なりに試したり工夫したりし、自分がイメージしたも
のを自分の力で作ってみようとする姿も見られます。 

・「こうしたら、どうなるかな」「きっと、こうなるだろう」など、自分なりに予測したり、実際に
やってみて確かめたりするようになります。 

・友達の特技やよさ（困った時にやさしくしてくれるなどの心情や態度面）を受け止め合い、遊び
の中に取り入れて、より遊びを工夫し楽しむようになります。また、自分にはない友達のよさに
気付き、認め合う姿も見られるようになります。感じたことや創造したことなど、様々な方法で
表現するようにもなります。 

・日常生活の中で目にするマークや表示の意味が分かり、文字や数に興味をもちます。また、生活
の中で、前後・左右・遠近などの位置の違いが分かります。 

・戸外の自然に接し、自然の美しさや変化の不思議さに興味をもつようになります。 
・生活の中で、自分が得た情報を友達に伝えたり友達のもっている情報に関心をもったりします。
・生活に関係の深い施設（病院・学校・図書館など）の役割が分かり、施設がみんなの物であり大

切に利用しなければならないなど、公共心が育っていきます。 
＊一人一人のよさを一緒に遊んでいる友達にも伝え、友達の中で自信をもって自分の力を発揮した

り、互いのよさに気付き認め合えたりするようにしましょう。 
＊自然にかかわる楽しさや発見の喜びが感じられるように、大人が感じたことを言葉に出したり、

遊びへの取り入れ方を知らせたりしながら、関心がもてるようにしていきましょう。 



おおむね６歳 

心の育ち 

目前に迫った小学校生活への不安や期待から『すぐ泣いたり怒ったりすることは恥ず

かしいことだ』といった感情や自制心の育ちが著しく見られるようになります。遊ぶ友

達の範囲も広がりいつも遊ぶ仲間だけでなく誰とでも遊ぶようになります。友達と力を

合わせるといろいろなことができるという充足感から感じたことや考えたことを相手に

分かってもらおうと、自分の思いだけで話すのではなく、考えながら話すという態度も

みられるようになります。現実をもっと知りたいという願望が強く社会の出来事に強い

関心を示し、自分が本当に知りたいことについて質問するようになります。また生活の

決まりや遊びのルールを守ろうとする気持ちも強くなります。その一方でルールを自分

なりに解釈したり、大人がいないところでは抜け道を見つけて自分の都合の良い方に対

応してしまう姿も見られます。けんかの多くは、「みんなで決めたルールを守らなかった」、

「弱いものいじめをした」、「協力してほしいとき協力してくれなかった」など、仲間意

識にかかわることが多くなります。状況判断もできるようになり、自分がいけなかった

ことを認めまた仲間に加わることも多くなります。知的探究心も旺盛になり予測したり、

推理したり、理由を明らかにするなど言葉や文字を使って考えたり、友達と一緒に表現

する楽しさを味わうようになっていきます。 

「やくそくごとやルールを守れるようになる」などの規範意識は、子どもたちの豊か

な生活や遊びの中で培われていきます。特に子ども同士のトラブルは、子どもたちがさ

まざまな人間関係を学ぶ貴重な経験です。怒りすぎて友達の気持ちを傷つけてしまった

など、感情の高ぶりがおさまると素直に謝ったり、相手を思いやることができるように

なります。気持ちの切りかえができるようになることこそ自律への第一歩。又大勢です

るいろいろな集団遊びのルールは、誰もが皆、平等に守らなければ遊びは成立しないこ

とを実感させていきます。さらに当番活動や係りの仕事など、クラスの友達みんなの共

通のやくそくごとを果たせた心地よさが、クラスの一人として認められることを確認し

ていきます。１年生になるという意識や期待から、自分の生活を振り返り「決まった時

間に寝起きする」「あいさつや返事ははっきり」「耳と目と心で人の話を聴くこと」など

目標を持って張り切って生活するようになります。 
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■全身運動が滑らかになり、自分が満足いくまで やりぬこうとするようになります 
・身をかわしたり、目標に向かって投げたり、スピード感を感じながら喜んで遊びます。また、競

い合ったり応援し合ったりして、全身を動かして集団で遊ぶことも楽しみます（宝取り、ドッジ
ボール、的当て など）。 

・いろいろな運動に取り組み、進んで物事に取り組む意欲や達成感を得られるようになります。鉄
棒や縄跳びなど自分なりの課題を乗り越えていくことで自信をもち、新たにより高い課題を設定
して取り組もうとします。 

＊自分なりの力を発揮しようとしている姿を認め、励ましたり、達成するための具体的な方法を援
助し、途中で投げ出したり、活動に向かう気持ちを失わないように援助してあげましょう。  

■身辺自立し、自分で考え、行動できるようになります 
・社会生活における望ましい習慣や態度の必要性や意味が分かり行動できるようになります。 
・時間の感覚（遊びの区切り、生活や活動見通しなど）がもてるようになり、決められた時間を意

識して片付けをしたり、食事をしたりなど、自分なりに自覚して生活しようとします。 
・目的に応じて遊具や用具を選び安全に使えるようになります。 
・食事のマナーを守り、好き嫌いをしないで、一定の時間内で食べられるようになります。 
＊「早寝、早起き、朝ごはん」「用便」など、生活のリズムを整え、自分のことは自分でやる習慣

を付けましょう。 
＊自分で見通しをもって生活できるように、カレンダーや時計などを用意し、「何をしたらよいか」

「いつまでにすればよいか」など、意識して行動できるようにしましょう。 
＊図書館や公園、乗り物などの利用を通して、公共のマナーを身に付ける機会としたり、通学路や

近隣の様子にふれたりしておきましょう。  
■友達と協力し合い、目的を達成していく喜びを味わえるようになります 
・考えたことや感じたことを相手に分かるように話したり、遊びの中で、トラブルが生じた時に、

自分の言葉で説明したりできるようになります。 
・日常のあいさつ、伝言、報告などができ、みんなで共通の話題について話し合うようになります。
・相手の話を注意して聞き、内容を理解して行動できるようになります。 
・自分が友達に認められたり、指摘されたりしたことが自分を知るきっかけとなり、いざこざや葛

藤とその対処をとおして、よいことと悪いことを体感し、規範意識が育ちます。 
・生活や遊びの中で友達と共通の目的をもち、友達と一緒に協力して生活や遊びを進めていきます。
・一人一人の学びが周囲に伝わり、みんなの学びになっていきます。（文字や数を使った遊びの遊

び方、縄跳びや鉄棒などのやり方、製作物などでの工夫の仕方など） 
・予測したり工夫したりしたことが実現することで満足感を感じます。 
・自分たちでお話を作り発表するようになります。曲の感じをつかみ楽器を選んで演奏の仕方を先

生や友達と考えて分担奏をしたり、自分たちで考え表現したりすることを楽しみます。 
・様々な人とのかかわりを通して、自分とは異なる人の存在や自分と相手の違いを知り、状況を考

えて行動したり、相手を思いやりながら自分ができることをしてあげたりするようになります。
＊試したり、発見したり、考えたりする楽しさが十分に味わえるようにしていきましょう。 
＊様々な人(異文化の人や障害のある人など)のかかわりを通して、自分と相手との違いを知り、相

手の気持ちを考えて行動するようになっていきます。大人が、正しい理解や認識をもち、思いや
りの気持ちをもって接しられるように支援していきましょう。  

■友達と情報を伝えあい、様々なことに関心が深まり、遊びや生活に生かしていきます 
・自分に自信をもち、良いことや得意なことを遊びや生活に活かすようになります。 
・周囲の大人の言動をよく観察し批判したり意見を述べたりします。また、テレビで見たり、大人

から聞いたりした情報を友達や先生と話し、共通の話題をもったり遊びに取り入れたりします。
・遊びの中で、文字や数や形への関心が高まり、遊びの中に取り入れて楽しもうとします。 
・作りたいものの仕組みが分かり、いろいろな素材の特性を生かして作ることを楽しみます。 
・自然現象（氷、霜柱、空、風など）の変化、大きさ、美しさ、不思議さなどに関心が深まり、気

付いたことや感じたことを友達と伝え合ったり、考え試したり、調べたりします。 
・身の回りに起こる様々な物事や出来事に関心が深まり、社会のしくみに気付きます。病院・銀行・

レストラン・交通機関などやそこで働く人たちの様子を遊びで再現することを楽しみます。 
＊社会の現象や自然現象など、様々なことに興味をもち、不思議に思ったり、おもしろがったりす

る体験を大人も共感してあげましょう。 
＊生活や遊びの中で、幼児が美しいものや心を動かされる出来事に出会う機会を大切にし、感じて

いることを共感したり、関心をもってかかわれるようにことばかけをしたりしましょう。 



 小学校に入学して（４月～７月ごろ） 
 

 小学校生活の始まりは、幼児期までの生活と比べると大きく次のような変化があります。 

 

○ 遊びの体験をとおした学び から 教科学習による学びの始まり 

○ 身体活動中心の生活 から 座学、知的活動中心の生活の始まり 

○ 話し言葉中心の表現、コミュニケーション から 読む、書くなど文字表現の学習の始

まり 

○ 新たな友達との出会いと新たな集団での生活の始まり 

○ 新しいルールや決まりごとに従った新しい生活の始まり 

 

入学当初は、こうした環境や生活の違いに戸惑ったり、気持ちを張り詰めていたりと緊

張感を持って生活しています。この時期は、幼児期の基本的な生活習慣の継続化と学校

生活に必要な学習習慣が身に付くよう繰り返していねいに指導し、できたことを認める

と意欲的になります。 

４月頃までは、先生との 1 対 1 関係であり、一つ一つ先生に確かめ、承認を得ないと

安心できないでいる場合もあります。それは、先生の指示やルールをきちんと守ろうと

する気持ちの現われでもあります。 

 

5 月頃になると、友達とも顔なじみとなり、休み時間に校庭で遊ぶようになると行動半

径が広がり、友達との交流場面が生まれてきます。当番活動や教科でのグループ学習な

どを通して作業を分担したり、力を合わせたり、考え合ったりすることを楽しむように

なります。 

交友関係やグループでの活動など友達同士のかかわりが広がり、活発になると様々な場

面で、けんかやいさかいが起きるようにもなります。 

当事者双方の言い分や事実関係を良く聞き取り、けんかになった理由や原因を理解した

上で、どうすればけんかにならずに済んだかを考えさせるようにして、解決の方法を分

からせていきます。けんかをきっかけとして、互いの思いや考えを分かりあう大切な機

会になります。 

 

6 月、7 月頃になると、学校生活や生活のリズムにも慣れてきて、一人ひとりの個性や

特性が発揮されてきます。緊張感もほぐれてきて、情緒的にも安定してきます。 

その反面、忘れ物や用具の不揃いなど、困った場面も起きてきます。こうした不注意や

失敗などの体験から、困ったときの対処方法を身につけさせていきます。 

また、交友関係が広がり、下校途中に友達と寄り道したり、友達の家に立ち寄ったりす

るようなこともあります。 

行動範囲や友達関係の広がりは、新たな刺激となって、挑戦心や冒険心を育みます。友

達と競い合うことや勝ち負けにもこだわるようになり、グループ対抗でのゲームや競技

を楽しめるようになり、仲間意識が強くなってきます。 

 



【就学前期から小学校入門期の接続で育てたいこと】 
 就 学 前 期（１１月～３月） 小学校入門期（４月～７月） 
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◎生活や活動の見通しが持てるようになり、時間を意識

して守ったり、自主的に生活を進めようとする。 

◎社会の決まりの大切さが分かり「してよいこと」「悪い

こと」「他の人が困ること」などに気付き、考えながら

行動する。 

◎約束事の意味が分かり守ろうとする。 

・相手の話を最後まで聞き、座って待つことができる。

◎場面に合わせてあいさつや返事ができるようになる。

・あいさつをしたり、感謝の気持ちをことばで伝えたり

する。 

◎危険な場所、危険な遊び方、災害時の行動の仕方が分

かり、安全に気をつけて行動する。 

・自分の身を守る方法（むやみに人から物をもらわない、

人についていかないなど）を知る。 

・交通安全を知り守ろうとする。 

◎自分の身の回りを清潔にし、生活に必要な活動を自分

でする。（自分の持ち物の始末、衣服の着脱や調節、食

事、排泄など）。 

◎早寝早起きの習慣を身につけ生活のリズムを整える。

・食事のマナーを身につける（正しく箸を使いこぼさな

い・好き嫌いは少なく・一定時間で食べる・あいさつ

をするなど）。 

・少し先を見通して便所に行く。自分で排泄の始末をし、

手洗い、手拭きをする。 

◎学校での過ごし方を知りそれに添って

行動する。 

・困ったら先生に尋ねたり教えてもらう。

◎新しい生活での約束、ルールを理解し守

ろうとする。「して良いこと」「して悪い

こと」を自分で判断できるようになる。

・学習用具など持ち物の始末、トイレの使

い方、食事中の約束を知る。 

◎あいさつや返事を習慣として身につけ

る。感謝の気持ち、謝り方を学びことば

で伝える。 

・先生や友達の話を静かに最後まで聞く。

◎安全、危険の判断をする。 

・交通ルール、通学路を覚え、安全に登下

校する。 

◎身の回りの始末をする。 

・学習に必要な用具の準備と片付けをす

る。 

◎身の回りの整理整頓を自分でする。 

◎自分で、体、衣服の清潔に心がける。 

◎早寝早起きの習慣を身につける。 

◎決められた時間内に自分で便所に行き、

自分で排泄の始末、手洗い、手拭きをす

る。 

 
保

育

園

・

幼

稚

園

・

学

校 

＊自分の思いを主張し合い、受け入れられたり受け入れられなかったりする体験を重ね友達と共

に生活するには決まりが必要であることに気づかせる。 

＊人の話を最後まできちんと聞けるように、様々な活動の中で身につけさせていく。 

＊あいさつや返事をすることの気持ちよさを伝え、はっきり言う経験をさせていく。「おはようご

ざいます」「さようなら」呼ばれたら「はい」「ありがとう」「ごめんなさい」など。 

＊衣服が汚れたら着替え、天候や気温、活動に応じて衣服の調節をすることに気付かせる。 

＊皆で使う場や自分の使う場所をきれいにし、整理整頓ができた心地よさを味わわせる。 

＊自分から生活の場を整えたりする気持ちをもたせる。 

＊交通安全、不審者対応など保護者にも知らせ、情報提供し協力を願い、命の大切さを知らせて

いく。 

＊活動内容の具体的な流れを絵や図で示したり時計で時間を示したり、子どもが意識して取り組

めるような工夫をする。 
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＊日常生活の中で決まりを守ることの大切さを体験させる。 

＊保護者自身が積極的にあいさつをしたり交通ルールを守ったり、家庭でも外でも手本になるよ

うにする。 

＊就学前に子どもと一緒に通学路を歩き、学校まで安全に行けるように教え見守る。 

＊食事、睡眠、入浴などの生活のリズムを整える。 

＊自分で考えたり自分で行動したりできるように、大人がやりすぎたり、早く早くと声かけを多

くしすぎないようにする。自分で頑張っているときにはゆっくりと待ち、できたときにはほめ

て自信がもてるようにする。失敗しても叱らず見守っていく。 

＊乱暴な言葉や約束を守らないときは、子どもの行動の良くないところを分かりやすく短く叱り、

人格を傷つけるような言葉は避けるよう気をつける。 

＊規範意識の芽生えを培うことが、心の育ちに欠かせないことを知る。 

＊手伝いに、整理、整頓、片付けなど組み入れ、できた時には認め、感謝の言葉を添えながら子

どもが気持ちよく習慣づいていくようにする。 

＊子どもが持ってくる手紙、連絡事項など情報は見逃さないようにする。 



【就学前期から小学校入門期の接続で育てたいこと】 
 就 学 前 期（１１月～３月） 小学校入門期（４月～７月） 
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◎協同的な学びの体験を重ねる。 
・友達と一緒に活動する中で、幼児同士が共通の目的を

生み出し、協力して、工夫して遊びを進めていく。 
・互いに自分の考えを出し合い、考えたことや感じこと

を相手に言葉で伝える。 
・相手の気持ちに思いを寄せたり、自分の思いを少し譲

ったり、折り合いをつけて解決しようとする。 
・予測したり工夫したりしたことが実現することで満足

感を感じる。 
◎先生や友達に認められ自分の良さに気付き、自信をも

って行動できるようになる。 
・友達の考えや行動に気付き、自分の生活に取り入れる。
◎親しい身近な人とのかかわりの中で、言葉を使ったや

りとりや簡単な説明ができ、話を最後まで聞ける。 
・相手の話の内容に関心を持って聞き、理解しようとす

る。 
・集団の一員としての話の聞き方を身につける。 
◎自然事象、社会事象など様々なことに興味を持ち、自

然の美しさや不思議さに気付いたりする。 
◎心動かされる体験をして、感動や思いを言葉に表し伝

える喜びを味わう。 
◎絵本・紙芝居・童話の読み聞かせや素話などに親しむ。
◎身近かな事象・文字や数・数量に関心を持ち、遊びや

生活に取り入れる。 

◎話し言葉と文字や書き言葉、言葉による
説明などが多くなることに、だんだん慣
れていく。 

・先生の話の内容を聞き、理解し、行動す
ることの大切さが分かり、全体への話も
自分のこととして聞ける。 

・自分が伝えたいことや分からないこと、
困っていることが伝えられる。 

・相手に分かるように説明することができ
てくる。 

・文字を正しく覚えることを喜ぶ。 
◎学校での学習に興味を持つ。 
・机に向かって学習する習慣を身につけ

る。 
・学習をする時に必要なルールを知る。 
・いろいろな事象に興味を持ち学習する。
・いろいろ学ぶことにより、分かることに

喜びを感じ、進んで学習しようとする。
・自分に自信を持ち、良いことや得意なこ

とを学習に生かす。 
◎友達と一緒に学ぶ楽しさを知り、一緒に

学ぶことにより、自分以外の人の考えを
取り入れようとする。 

◎本に興味を持ち、自分でも読んでみよう
とする。 
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＊就学に向けて、期待が膨らむ思いを十分受け止め、楽しみに小学校へ入学できるようにする。
（就学時健診・近隣の小学校との交流・体験入学・行事の参加・他園児との交流など） 

＊友達と共通の目的を持って遊びを進めたり、課題を意識した活動を取り入れできた喜びを味
わわせていく。 

＊互いに刺激しあい、新しい発想や考えが生み出せるように、友達と一緒に試したり工夫した
りさせていく。 

＊できないことや少し難しいことにも挑戦しようとする気持ちを認め、できたときには一緒に
喜び、自信につなげていく。 

＊自分の思いや考えを相手に分かるように言葉で表現し、表現する喜びや相手に分かってもら
えたうれしさを味わえるようにする。 

＊クラス全体で話を聞いたり活動するときに、集中して話が聞けるようにする。 
＊集中力が継続するように、話し方や子どもの姿に応じた授業の工夫をする。 
＊学習やルールを絵や図などを使い、分かりやすく指導する。 
＊一人ひとりていねいなかかわりをし、学習が楽しくなるような配慮をする。 
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＊就学に向けて、期待が膨らむ思いを十分受け止め、楽しみに小学校へ入学できるようにする。
「そんなことをしていたら学校に行けない」「学校の先生に叱られるよ」など不安になるよう
な言葉は避け、肯定的な言い方で接する。 

＊子どもが興味を持って試したり工夫したりしている姿を見守る。自分で試せるような時間や
環境を作る。 

＊失敗したときには、なぜそうなったか気付けるように一緒に考え次の意欲につなげるよう励
ます。 

＊家庭の約束事や役割を決め、家族の一員としての自覚を持って行動できるようにする。でき
た時には感謝の気持ちを伝え自信につながるようにする。 

＊子どもの質問に答えたり、一緒に考えたりし、子どもとの時間をもっていく。 
＊子どもの目を見て話を聞き、子どもの気持ちを受け止める。 
＊新しい環境での子どもの様子に気を配り、学習や翌日の準備が自分でできるようになってい

くようを見守る。 
＊学校からの連絡はていねいに読み、返事や質問など必要な事を記入し、子どもが学校での生

活に自信が持てるように見守る。 
＊文字が読めるようになっても、本の読み聞かせを続ける。（心の安定、想像性をはぐくむ。）



教育課程・保育課程の編成に際して 
 

「子どもたちの育つ姿」は 0 歳から就学前までを、8 つの区分としてとらえました。

これは保育所保育指針に示されている発達過程を参考にしています。幼稚園の教育課程･

保育園の保育課程の編成や幼稚園・保育園の指導計画作成の際に「乳幼児の育ちの姿」

として活用してください。例えば、おおむね○歳とは、ほぼ満年齢を規準にしているた

め、3 歳児組では４月当初 3 歳児の幼児がその年度内に４歳に順次なっていくので、教

育課程・保育課程の編成・指導計画の作成時には「おおむね 3 歳」「おおむね４歳」の両

方を参考にしてください。「おおむね 6 歳」は小学校就学への接続を考慮に入れ作成しま

した。 

また、それぞれの幼児教育施設に入園した当初の配慮が必要です。特に幼稚園では、2

年保育の４歳児と 3 年保育の４歳児では４～5 月位の育ちの姿が異なりますので、教育

課程、指導計画も異なってきます。 

 

０歳児組の保育課程・・・・・・・・おおむね６カ月未満 

おおむね６カ月～１歳３カ月未満 

                 おおむね１歳３カ月～２歳未満  参考 

１歳児組の保育課程・・・・・・・・おおむね１歳３カ月～２歳未満 

おおむね２歳          参考 

２歳児組の保育課程・・・・・・・・おおむね２歳・おおむね３歳   参考 

３歳児組の教育課程・保育課程・・・おおむね３歳・おおむね４歳   参考 

４歳児組の教育課程・保育課程・・・おおむね４歳・おおむね５歳   参考 

５歳児組の教育課程・保育課程・・・おおむね５歳・おおむね６歳   参考 
 
 

 
子どもたちの育つ姿 
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